
最澄 

 

2017 年本試 

 

問２ 誰もが仏になることができる根拠として最澄が尊重した言葉がある。その言

葉として正しいものを次の①～④のうちから一つ選べ。 21  

 

① 厭離穢土 欣求浄土 

② 即身成仏 

③ 一切衆生 悉有仏性 

④ 則天去私 

 

問題番号 設問 解答番号 正解 配点 

第３問 問２ 21 ③ ２ 

 

  



2015 年本試 

 

問２ 平安時代初期，仏教における学びの意義や方法を確立しようとした人物の一

人として，最澄がいる。最澄についての説明として最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選べ。 21  

 

① 仏教の力によって国家の安泰をはかる鎮護国家の考え方を否定し，世俗を

離れた奥山での学問と修行を重んじた。 

② 各人の能力や資質によって到達できる悟りに違いがある，とする考え方を

批判し，生あるものは等しく成仏し得る，と説いた。 

③ 大乗菩薩戒を受けた者を官僧とするそれまでの制度を否定し，鑑真が伝え

た正式な授戒儀式に立ち戻るべきだと主張した。 

④ 入唐して天台の奥義・禅・密教を学び，帰国後，これらを総合した日本天

台宗の教えを，主著『三教指帰』によって示した。 

 

 

問題番号 設問 解答番号 正解 配点 

第３問 問２ 21 ② ２ 

 



2013 年追試 

 

問２ 天台宗の最澄と，同時代を生きた空海の思想について述べた文章として正し

いものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 22  

 

① 最澄は，すべての生命あるものは生まれながらに仏であるとした。一方，

空海は，人は真言を唱えることで，宇宙の真理そのものである大日如来の境

地に至り，成仏できると説いた。 

② 最澄は，仏になれるかどうかは人の資質により差異があるとした。一方，

空海は，人の本性は生まれながらに宇宙の本質である大日如来の一部である

から，資質に関係なく成仏できると説いた。 

③ 最澄は，人の資質に差異はなく，自らの仏性を自覚して修行すれば，等し

く成仏できると説いた。一方，空海は，人は密教の修行をすれば大日如来と

一体化し，この身このままで成仏できると説いた。 

④ 最澄は，仏になれるかどうかは人の資質により差異があるとした。一方，

空海は，手に印を結び，口に真言を唱え，心に仏を 憶
お も

いながら死に至るな

らば，必ず成仏できると説いた。 

 

問題番号 設問 解答番号 正解 配点 

第３問 問２ 22 ③ ３ 

 



2005 年追試 

 

問３ 空海と同時代に生きた最澄は，与えられたいのちの根本に仏性をおいた。彼

による仏性の理解として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 

 22  

 

① すべていのちあるものは生まれながらに仏である。従って悟りに至るため

の修行は必要なく，寺院での日常的な生活行為こそが重要である。 

② 仏になれるかどうかについては，その人が受けた教えや，その人の素質に

よって差異が出てくる。従って，選ばれたもののみが成仏しうる。 

③ 『法華経』には仏教の真理が集約されている。従って『法華経』に帰依す

るという意味の言葉を唱えることによってのみ仏性は実現される。 

④ すべていのちあるものは仏となる可能性を備えている。従って自らがその

ような本性を自覚し，さらに修行するならば，誰
だ れ

もが成仏しうる。 

 

問題番号 設問 解答番号 正解 配点 

第３問 問３ 22 ④ ３ 

 



2003 年本試 

 

問４ 諸経典は様々な仏の物語や教えを説いているが，『法華経』の仏の説明として

最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 22  

 

① あまねく世界を照らす太陽にたとえられるこの仏は，仏の悟りの境地その

ものを仏として捉えたもので，宇宙に充満してあらゆる仏や菩薩を包摂する

とされる。 

② かつて法蔵という名の修行者であったとき，一切衆生の救済を願って四十

八の誓い(本願)を立て，途方もなく長い間修行を重ねた末，すべての誓いを

成就したとされる。 

③ 釈迦没後 56 億 7 千万年を経てこの世に出現し，釈迦による救済に漏れた

人々を救うと予定されている仏で，既に修行を完成して 兜
と

率
そ つ

天
て ん

に待機中

とされる。 

④ 永遠の生命をもち，はるかな過去に既に悟りを開いていたこの仏は，仮に

有限な人の姿をとってこの世に現れ，釈迦仏として人々のために説法したと

される。 

 

問題番号 設問 解答番号 正解 配点 

第３問 問４ 22 ④ ３ 

 



2001 年本試 

 

問２ 比叡山に延暦寺を建立した最澄の思想についての記述として最も適当なもの

を，次の①～④のうちから一つ選べ。 22  

 

① 正しい仏教を樹立することによって，立正安国が達成されると主張した。 

② 『法華経』の教えを中心とし，すべての衆生に仏性があることを強調した。 

③ ひたすら修行をすることが，そのまま悟りの 証
あかし

であると考えた。 

④ この宇宙の諸事象は，すべて大日如来のあらわれであると説いた。 

 

問題番号 設問 解答番号 正解 配点 

第３問 問２ 22 ② ２ 

 


